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内容と項目ー視点を提示ー

１．私的年金の役割から
・企業の年金（退職給付制度）として
・老後の所得保障の視点から

２．企業の視点から

３．働く人の視点から

４．その他の視点

５．提案
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企業年金研究会

•平成19年（2007年）7月に発出された厚生労働省企業
年金研究会の報告書「企業年金制度の施行状況の検証
結果」では、企業年金の性格・役割に関して、2つの
考え方を提示

（ア）給与や賞与などの処遇と並んで、

従業員の勤労意欲を高め、よりよい人材を集める

ことを通じた企業の活性化のための方策

（イ）公的年金と相まって企業の従業員の老後の所得

の確保に係る自助努力を支援する方策
4



企業の年金として
• 「企業の」年金…退職給付制度

• 歴史・経緯を踏まえて考える
• 「歴史は韻を踏む」

• 働くことと退職給付制度・企業年金の関連
• 企業は働く人の老後にどこまで責任を負うべきなのか？

• いま、企業に起こっていること、企業が向っている方向、企業が求めていること
を踏まえて考える

• 会社の目的とは何か？会社の意義とは？
• 株主利益と利害関係者、株価への影響

• 企業年金資産の運用とESG投資、受託者責任
• 「人への投資」「人的資本」「学び直し」⇒この中で企業年金ができること？

• 新規採用に非常に苦心⇒退職給付制度でできることはあるか？
• 中小零細企業は新卒採用に苦心（特に地方の企業）…一方、従業員を大切にする気風

• 例えば、iDeCoプラスを会社の魅力としてアピールできるか？
（但し、厚生年金基金への不信感はまだ残っている？）

• 企業内で働く人からの視点で考える
• 働き方の多様化と退職給付制度・企業年金
• 学び直し…資産形成や資産運用、ライフプランの見直し・再認識 5
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短時間労働者の厚生年金保険加入対象企業の拡大

パートタイム・有期雇用労働法へ（同一労働同一賃金ガイドラインの施行など）

iDeCo加入対象者の拡大 上乗せつ
な
ぎ

ダブルインカムの増加
（共働き、M字カーブの修正）

（世帯として年金受給額の増加）

年金運用の変化（ESG・コロナ…）

（iDeCo加入者の資産運用）

（会社の捉え方の変化）（ジョブ型）

女性の働き方
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「マップ」（１）

第40回日本年金学会説明資料



老後所得保障の視点から

• 中小・零細企業への広がり（＊「飛行機に乗る人を増やす」）

• 適格年金廃止後の状況 → 従業員の資産形成への支援
• 体制・人員にネック？ ⇒ iDeCoプラスの活用、推進
＊導入の手助け、相談・導入支援（社労士会、税理士会、商工会議所）
中退共（勤労者退職金共済機構）…信用金庫などとの連携

＊簡易、かつ、分かりやすい制度が必要

• 「年金としての受給」の広がり…
• 企業型DC、iDeCoの年金受け取りを拡大するには？
• 一方で、「取り崩し」「運用しながらの受給」の研究

⇒年金シニアプラン「日本における老後のための資産形成に向けた基礎的条件に関する研究会報告書」（2022年2月）

• 私的年金・企業年金の周知・広報
• 大学4年生までに私的年金や資産運用の知識
→4月入社直後から自己責任での運用（企業型DCの場合）

＊「いきなりDC」？ ←学生の感想
◆今後は公的年金・私的年金を一体とした周知・広報も検討すべき？
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https://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/nenkin/nenkin/tekikaku_e.html 8
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出典：平成 30 年就労条件総合調査の概況

退職給付（一時金・年金）制度の有無、退職給付制度の形態別企業割合



10出典：平成 30 年就労条件総合調査の概況

退職一時金制度の支払準備形態別企業割合



11

退職年金制度の支払準備形態別企業割合

出典：平成 30 年就労条件総合調査の概況
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退職給付（一時金・年金）制度の形態別退職者１人平均退職給付額1)
（勤続20年以上かつ45歳以上の定年退職者）

出典：退職給付（一時金・年金）の支給実態
https://www.mhlw.go.jp/toukei/itiran/roudou/jikan/syurou/08/3d.html



https://www.ideco-koushiki.jp/owner/ideco_plus.html
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https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/newpage_00041.html 14



＜参考＞帝京大学における学生からのコメント

• 帝京大学では毎年度、授業を履修した学生からアンケートを取っているが、
年金制度に触れた内容を含む授業での主な感想は以下のようなものである。
• 生きてくうえで必要になる知識を学ぶことができました。ありがとうございました。
• 年金を勉強していると言うと、必ず教えて欲しいと言われる一年間で、年金を学ぶこ
とに大きな意義があると感じました。将来も何らかの形で年金に関われたらいいな、と
今は思っています。 SDGsやESGを学びたいと思い、ゼミを選びました。ただ、当時は
年金とSDGsの関わりがいまいち分かりませんでしたが...前期には当初の目的も達成で
き、後期はさらに奥深く研究し、英語でも日本の年金制度を伝えられるようにまでなり
ました。

• 通年受けて良かったですとても面白い内容でした
• ライフイベント、キャッシュフロー表についてはまだ先の生活を考えることは結構難し
かったです。資産運用については将来絶対と言っていいほど関わってくるのでここで学
べたのはよかったなと感じています。

• 内容が濃くて全て理解することは到底できなかったが、これからの生活で使えるような
知識を得られた授業だった。

• 身近なことを学べるため役に立った。
• 将来を考える上で重要な内容が多く履修して良かったと思いました。

（演習Ⅰ・Ⅱ、暮らしの経済学Ⅰ・Ⅱ、リスクと保険Ⅰ・Ⅱより）
15



＜参考＞帝京高校での年金講義とアンケート結果について

• 帝京大学2020年度上田ゼミ（小松・荒木チーム）にて、
年金講義による理解の効果をテーマとして、
講義前後のアンケートを実施。

• 対象：帝京高校2年7組（準特進クラス）

• 講義後の自由記述
• 年金をより身近に感じられる良い経験をありがとうございました。

• 年金へのマイナスなイメージが、プラスのイメージに変わった。

• お母さんに本日の講義の内容を報告したいです。

• ２０歳になったら絶対に加入します。
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アンケート講義前後比較

項目 結果

年金のイメージ 良い（３６％→４３％）、悪い（５％→０％）

年金についての関心度 関心がある（５２％→９１％）

年金についての不安 不安がある（３０％→７０％）

年金は何歳から加入するのか ２０歳（５２％→９６％）

国民年金は何歳からもらう事ができるのか ６５歳（１２％→５７％）

イデコを知っているか 講義後ではイデコの知識が０％→８７％

自分で年金を作っていく必要があるか 必要だ（講義後１００％）

17＊2021年1月帝京大学経済学部における上田ゼミ小松・荒木チーム発表資料より



検討してみたら如何でしょうか？

１．企業の年金として
・企業制度・ガバナンス・会社法などの専門家からのヒヤリング

・企業の課題を解決する一助としての企業年金の活用

２．社会保障の一環としての企業年金・私的年金
・私的年金のすそ野を広げる…iDeCoプラスの推進・広報

・大学生への公的年金・私的年金制度を一体化した広報

３．世の中の動きに沿った考え方へ
・公的年金の受給額…共働きを前提とした表現も加える

⇒１・２階部分が基本…この部分の構成によって3階部分の役割も変わる

＊公的年金・私的年金（企業年金・iDeCo・iDeCoプラス）が一体となった推進
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共働き等世帯数の年次推移

https://www.mhlw.go.jp/s
tf/wp/hakusyo/kousei/20
/backdata/1-1-3.html
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出典：2023年4月1日日本経済新聞「マネーの学び」
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